
 

 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
０１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 
「これって○○と似てる！」が出てくる授業づくり、ＩＣＴの活用の推進 

本校は、予測困難な時代を迎える子 
どもたちに必要な３つのG（「自分を 

伸ばす力（Growth）」・「多様性を受け

入れ協働する力（Global）」・「やり抜く力（Grit）」）を育み、主体的に進路

選択することのできる生徒の育成を目指しています。効率的な双方向のコ

ミュニケーションツールとして ICT の活用や、プレゼンテーションの力を伸ばす方策の研究など、

お互いの授業を参観して教職員が一丸となって授業改善に取り組んでいます。授業の中で生徒一

人ひとりがタブレット端末を活用して、調べる・交流する・まとめる・発表する場面で役立ててい

ます。 

０２ 主体的に未来を切り拓いていく生徒の取組の推進 
これからを主体的に考え、議論することで「未来を力強く切り拓いていく」教育の取組 

  
 

 

本校は、生徒自らが集団や社会の形成者として主体的に社会

参画する力を育むことを目標にしています。課題解決に向けて

物事を多面的・多角的に考察し、協働的に追究することで、合

意形成する経験を積むことができます。生徒会活動や学校行

事、部活動などの様々な場面で生徒が自発的に考え、議論し、

課題解決に向けた行動に繋げていきます。代表生徒による大原中学校未来創造プロジェクト

で、生徒一人ひとりの学校参画意識を醸成して、制服や校則等検討委員会や地域交流委員会を

発足し、生徒たちによる持続可能な学校創りを推進しています。 

０３ 開かれた学校づくりの推進 
地域・保護者と行うボランティア活動の推進 

 

 

 
本校は、見沼田んぼの西縁に位置し、自然豊かな環境です。すぐ近くを走る首都高の高架下に

は、ビオトープが整備されており、自然再生プロジェクト『ハンノキ・プロジェクト』に緑化委

員が参加をしています。また、足立神社の落ち葉掃きボランティア、年２回の除草活動には PTA・

保護者の方々や部活動単位で多くの生徒が参加をしています。そして、地域のスポーツ施設や障

がい者交流施設とも連携を取った活動をしています。忘れな草プロジェクトとして、震災を風化

させないために、ワスレナグサの苗のチャリティ配布に協力しています。 
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■所在地：さいたま市浦和区大原３－１－１１   ■電話：048-831-5397 

■FAX：048-835-1357 ■交通：JR京浜東北線さいたま新都心・与野駅東口徒歩２０分 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

さいたま市立大原中学校 

 校訓『歴史を拓く』 

＜よき歴史と伝統を継承し、自らの力で新しい歴史を拓く＞ 

学校教育目標 ○はつらつとした生徒 ○地域に輝く学校 

希望の登校 笑顔の活動 満足の下校 


